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第３学年   音楽科学習指導案 

 

１ 題 材  音のかさなりをきき合ってえんそうしたりきいたりしよう 

  教材曲  「あの雲のように」    芙龍明子     作詞   

       「二人でおどりましょう」 フンパーディンク 作曲 

       「パフ」         芙龍明子作詞／ピーターヤーロウ・レナードリプトン作曲 

２ 学習指導の考え方 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このような子どもたちだから 

 本学年の子どもたちは，歌やリコーダーの演奏に意欲的に取り組んでいる。これまでに様子を思い浮かべながら楽器

の音色の組み合わせを工夫する活動や，フレーズのまとまりに気を付けて歌ったり演奏したりする活動に取り組んでき

た。前題材の「ゆかいな木きん」では，曲の気分を生かして合奏する中で，拍の流れやリズムに乗って楽しそうに表現

することができていた。しかし，複数のパートで構成されている楽曲を，歌ったり演奏したりする経験はなく，互いに

音の重なりを感じながら演奏を工夫する活動は初めてである。 

 

 

 

このような目標を設定して学習指導を展開します 

○ 声や音の重なり合う響きを感じ取って聴いたり，互いの声や音を聴きながら拍の流れに乗って演奏の仕方を工夫し

たりすることができる。 

  

 

 

このような教材で 

○ 歌唱曲 「あの雲のように」は，なめらかでゆった

りとした３拍子の曲である。主に 3 度の重なりで進

行する２つのパートは，楽器で演奏すれば簡単に

響き合う合奏や重奏を表現することができる。さら

に様々な楽器を選んで重なり合う響きの違いを味

わいながら，主旋律を中心に楽器の組み合わせを

工夫して演奏したり，部分二部合唱をしたりするこ

とができる曲である。 

○ 鑑賞曲 「二人でおどりましょう」は，グリム童話

「ヘンゼルとグレーテル」の物語をもとにつくられた

もので，第 1 幕で歌われる有名な二重唱の曲であ

る。歌とオーケストラが織りなす美しい響きや，音楽

全体の楽しそうな気分を味わって聴くことができる

教材である。 

○ 器楽曲「パフ」は，少年ジャッキーペッパー

と海に住む竜とのふれ合いを描いている明る

くて優しい感じの曲である。主旋律に加えて，

副次的な旋律，響きを支える低音，リズム伴奏

のパートで構成されており，響きを楽しむこと

ができる。主旋律を大切にしながら，グループ

ごとに楽器の音色の響きを聴き合いながら選

択し，それぞれの楽器の音色が重なって響き合

うよさを感じ取ることができる。 
     これらのことから，歌唱活動や鑑賞活動を基盤

に据え，声や音の重なり合う響きを感じ取り，器楽

活動で拍の流れに乗ってさらに豊かに表現してい

く学習に適していると考える。 

このような指導・支援を行いながら 

 ○ つかむ段階 

まず「あの雲のように」の主旋律を歌ったりリ

コーダーで演奏したりする中で，曲想をつかむ。     

次に，４フレーズ目を部分二部合唱したり，２つ

のパートに分かれてリコーダーで二重奏をしたり

することで，声や楽器の音の重なり合いを感じ取

るようにする。さらに，グループで楽器の組み合

わせを工夫して二重奏や二部合奏をすることで，

音色や音量のバランスを考えながら，拍の流れに

乗って演奏することができるようにする。 

○ 深める段階 

まず「あの雲のように」のグループ発表会をし

て，楽器の組み合わせ方や演奏の工夫に気づいて

聴くことができるようにする。次に，鑑賞曲「二

人でおどりましょう」を聴き，歌声と楽器の音が

重なり合う響きの美しさを感じ取ることができる

ようにする。 

○ 味わう段階 

まず「パフ」の主旋律・副旋律を階名唱したり，

各パートの旋律を楽器で練習したりして曲想をつ

かむ。次に，グループでそれぞれのパートに合う

楽器を選び，楽器の組み合わせを工夫する。さら

に拍の流れに乗って楽器の音の重なり合う響きを

聴きながら，合奏をまとめる工夫をする。最後に，

グループごとに発表し，それぞれの演奏の工夫に

気付き，重なり合う音の美しさを味わうようにす

る。 
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３ 学習指導計画（全 10時間） 

題材 教材曲 
つかむ段階 深める段階 味わう段階 

第１次（３） 第２次（４） 第３次（３） 

音のかさなりをき

き合ってえんそうし

たりきいたりしよう 

「あの雲のように」 

 

「二人でおどりましょう」 

 

「パフ」 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４（１） 評価と評価計画（題材の展開と題材の評価規準→単位時間ごとの学習計画における評価規準） 
 

題
材
の
評
価
規
準 

ア 音楽への関心・

意欲・態度 

イ 音楽的な感受

や表現の工夫 

ウ 表現の技能 エ 鑑賞の能力 

声や音の重なり

に関心をもって，

進んで聴いたり表

現したりしようと

している。 

リコーダーや鍵

盤楽器などの旋律

楽器や様々な打楽

器による音の重な

りを感じ取って，

曲想にあった表現

を工夫している。 

互いの声や音を

聴きながら，拍の

流れに乗って歌っ

たり楽器を演奏し

たりしている。 

いろいろな種類

の楽器や声の重な

りによって生まれ

る響きの広がりを

感じ取って聴く。 

本題材で取り上げる活動

と評価のかかわり 

歌唱 ○ ○ ○  

器楽 ○ ○ ○  

音楽づくり     

鑑賞 ○   ○ 

学習過程 主な学習活動と内容 単位時間ごとの学習における具体的な評価規準 

第１次 

   

  つ 

か 

む 

段 

階 

① 

ねらい：音の重なり合いを感じ取りながら，拍の流れに乗って演奏する。 

○ 「あの雲のように」の 

曲の感じをつかむ。 

・ 曲想にふさわしい表

現を工夫し，思いや意

図をもって歌うこと     

活用 

① 自然で無理 

のない声で歌うこ

とへの興味・関心

をもっている。 

［歌唱］（発言，観察，

ノート）         

   

② 

本 

時 

３ 

の 

１ 

○ 声の重なり合いを感

じ取って歌う。 

・ 互いの歌声や副次的

な旋律を聴いて歌う

こと     習得 

  ① 旋律の流れの中で

フレーズ感，強弱や速

度などに気をつけて，

自然で無理のない響

きのある声で歌って

いる。［歌唱］（発言，

演奏の聴取）    

 

  

 

 

③ 

○ 楽器の組み合わせを

工夫して，二部合奏をす

る。 

・ 互いの音を聴いて音

を合わせて演奏する

こと     習得 

  ② 楽器の組み合わせ

を工夫しながら，範唱

や範奏を聴いたり，楽

譜を見たりして合奏

している。［器楽］（観

察，演奏の聴取） 
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第 2次 

 

深 

め 

る 

段 

階 

① 

ねらい：歌声と楽器の音が重なり合う響きを感じ取って，表現したり聴いたりできるようにする。 

○ 「あの雲のように」の

音の響きの重なりに気

をつけて楽器を選び，合

唱奏する。 

・ 音の重なり合いを感

じながら演奏するこ

と      活用 

 ① 声や楽器の組み

合わせによって生

まれる響きや和声

の響きを感じ取っ

て曲想表現を工夫

している。［歌唱］ 

（観察，演奏の聴取） 

  

 

② 

本 

時 

３ 

の 

５ 

○ 「二人でおどりましょ

う」を聴き，歌声とオー

ケストラの響きを感じ

取る。 

・ 歌と楽器の音が重な

り合う美しさを感じ

取って聴くこと     

習得 

② 歌劇の音楽 

の楽しさを感

じ取ろうとし

ている。 

［鑑賞］（表

現，観察，発

言） 

  ① いろいろな種

類の楽器や声の

組み合わせによ

って生まれる響

きの広がりを感

じ取って聴いて

いる。［鑑賞］（発

言，ノート） 

 

 

③ 

○ 「パフ」の曲想をつか

み，主旋律をリコーダー

で演奏する。 

・ ハ長調の楽譜を見て

演奏すること 

活用 

  ③ 範奏からリズ

ムや音程，音色

の響きなどを聴

き取ってリコー

ダーを演奏して

いる。［器楽］（観

察，演奏の聴取）  

 

 

 

④ 

○ 拍の流れに乗って，ベ

ースやリズムのパート

の演奏をする。 

・ 互いの楽器の音や伴

奏を聴いて，音を合わ

せて演奏すること     

習得  

  ④ リコーダーや

旋律楽器のフレ

ーズや音の重な

りに気をつけて

合奏している。

［器楽］（観察，

演奏の聴取） 

 

 

 

 

 

 

 

第３次 

味 

わ 

う 

段 

階 

  ① 

ねらい：重なり合う音の美しさを感じ取って，演奏の仕方を工夫する。 

○ グループに分かれ，そ

れぞれのパートに合う

楽器を選び，組み合わせ

を工夫する。 

・ 音色の違いに気を付

けて演奏すること 

活用 

③ 楽器固有の音

色や美しい響き

に興味関心を深

めながら，友達

と協力して楽器

を選ぼうとして

いる。［器楽］（ノ

ート，発言） 

   

  ② 

本 

時 

３ 

の 

４ 

○ 楽器の音が重なり合

う響きを聴きながら，工

夫をする。 

・ 互いのパートを聴い

て，音を合わせて演奏

すること   習得 

 ② 拍の流れ，フレ

ーズ，音符の長さ，

強弱の変化などの

特徴を感じ取って

曲想や表現の工夫

をしている。 

［器楽］（観察，演

奏の聴取）  
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③ ○ それぞれのグループ 

の演奏を聴き，良さや工

夫を発表し合う。 

 ・ 音の重なりの響きを

感じ取って演奏するこ 

と       活用    

 ③ 友だちと一緒に

心を合わせて演奏

することのよさや

楽しさを感じ取っ

ている。［器楽］（発

言，ノート） 

 ② いろいろな種

類の楽器の組み

合わせによって

生まれる響きの

広がりを感じ取

って聴いてい

る。［器楽］（発

言，ノート） 

 
 （２） 観点別評価の進め方 
【音楽への関心・意欲・態度】 
学習活動における具体的評価規準 具体的な評価方法とＣと判断される場合の支援 

ア－① ○ 自然で無理のない声で歌

うことへの興味・関心をもっ

ている。 

［歌唱］ 

（発言，観察，ノート） 

 

● 評価方法 

  この評価規準については，歌唱表現している様子を観察していく。範唱を聴い

て，表現の工夫に気づきグループで話し合っている様子を観察したり，学習プリ

ントの書き込みから判断したりしていく。 

● Ａと判断するキーワード 

 □ 曲想にふさわしい歌い方の工夫などの音楽的な発言 

 □ 歌唱表現への思いや願いを表現するための集中した練習 

  曲想をつかむ際に，楽曲を漫然と聴いているのではなく，音楽の要素と結び付 

けたり，歌詞の表す情景を思い浮かべたりして聴いている。また，繰り返し練習 

する際に，最初から機械的に繰り返しているのではなく，自分なりのこだわりや 

課題をもって部分的に集中して練習をしている。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

  個別に指導する。教師が本人の意見を聞き取り，他の友だちに伝えていく。ま

た，一人ひとりのよいところを認めていくような雰囲気ができるように，教師が

子どもの発言を全体に広げたり，発言を受けて助言したりする。 

ア－② ○ 歌劇の音楽の楽しさを感

じ取ろうとしている。 

［鑑賞］ 

（表現，観察，発言） 

● 評価方法 

  この評価規準については，曲を聴いているときに，歌劇の音楽にのって体をつ

かった表現をしたり，口ずさんだりして，楽曲の楽しさを積極的に感じ取ろうと

している様子を観察していく。さらに，表現の工夫に気付いた発言時の様子や，

発言の内容からも判断していく。 

● Ａと判断するキーワード 

□ 集中した聴き方      □ 身体反応しながら聴く姿 

□ 歌声や楽器の音の重なりに関する音楽的な発言 

  身体反応しながら楽しそうに聴いたり，集中して聴き，進んで発言する子ども，

歌声やいろいろな楽器で表現されている歌劇の音楽のよさに気づいた音楽的な発

言が見られたりする子どもをＡの対象としていきたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

身体反応しながら自分なりの音楽の感じ方，聴き方をしている子どもの様子を

見せ，よさを伝えたり，「音楽の言葉」カードを提示して，自分の感じたことを選

択させ，言葉で表すよう支援していく。 
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ア－③ ○ 楽器固有の音色や美しい

響きに興味関心を深めなが

ら，友達と協力して楽器を選

ぼうとしている。 

   ［器楽］ 

（ノート，発言） 

● 評価方法 

この評価規準については，グループで活動する様子を観察したり，子どもたち

と会話をしたりする中から判断していく。学習プリントを準備し，その楽器を選

んだ理由の書き込みからも判断していく。 

● Ａと判断するキーワード 

 □ 様々な楽器を積極的に試している。 

 □ 友達の意見を尊重しようとする態度 

様々な楽器を積極的に試し，主なふしを飾るふしなど，各パートの役割を考え

ながらふさわしい楽器を見つけようとしている子どもをＡとしたい。音の出し方

や，音色の違いを感じ取りながら楽器を選ぶことがポイントとなる。また，グル

ープで話し合うときは自分の意見をたくさん出しながら，友達の意見も尊重し，

よりよい楽器を選ぼうとする態度を大切にしたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

個別に指導する。共に活動することで，様々な楽器への関心を高めるようにし

たい。 

 

【音楽的な感受や表現の工夫】 
学習活動における具体的評価規準 具体的な評価方法とＣと判断される場合の支援 

イー① ○ 声や楽器の組み合わせ

によって生まれる響きや

和声の響きを感じ取って

曲想表現を工夫している。              

［歌唱］ 

（観察，演奏の聴取） 

● 評価方法 

この評価基準については，グループで演奏している様子を観察したり，子どもた

ちと会話をしたりする中から判断していく。また，演奏を聴き合った後の，子ども

の発言や学習プリントへの書き込みからも判断していく。 

● Ａと判断するキーワード 

 □ 美しい音の響きの追求   □ リーダーシップ 

  より美しい音の重なりが生まれるように，美しく響いている状態を判断し，グル

ープの友達に伝えたりするなどして，演奏をまとめようとしている子どもをＡと判

断する。また，音の出し方や歌い方を工夫するなど，より美しい響きが生まれるよ

う工夫して表現している子どももＡとしたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

  一緒に演奏の仕方を工夫したり，グループの友だちからのアドバイスを振り返ら

せたりする。 

イ－② ○ 拍の流れ，フレーズ，音

符の長さ，強弱の変化など

の特徴を感じ取って曲想

や表現の工夫をしている。 

［器楽］ 

（観察，演奏の聴取）  

● 評価方法 

この評価規準については，グループで練習に取り組んでいる様子を観察したり，

子どもたちと会話をしたりする中から判断していく。 

● Ａと判断するキーワード 

 □ 自分なりに表現を工夫     □ 美しい音の重なりの追求  

□ リーダーシップ 

  きちんと音の出だしや長さをそろえたり，拍の流れに乗って演奏したりでき，さ

らに自分なりに表現を工夫して演奏している子どもをＡと判断する。また練習の過

程でより美しい重なりになるようにグループの課題を見つけ，解決するために声を

かけたりすることも大切にしていきたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

  友達の演奏や範奏を聞かせたり，できるようになったことをほめたりしながら意

欲をもって取り組めるようにする。個別に練習する時間をとるようにする。 
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イ－③ ○ 友達と一緒に心を合わせ

て演奏することのよさや楽

しさを感じ取っている。    

 ［器楽］ 

（発言，ノート） 

● 評価方法 

この評価基準については，グループで演奏しているときの表情や態度，様子を観

察する。また，演奏をした後の子どもの発言や学習プリントへの書き込みからも判

断していく。 

● Ａと判断するキーワード 

 □ 音の重なりのよさを感じ取った発言   □ 生き生きとした表情 

  発表の際に，友だちと顔を見合わせて笑顔でみんなの演奏と合わせようと演奏し

ている子どもや，演奏の後にみんなで演奏することの楽しさやその演奏のよさに関

する発言をしている子どもをＡとしたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

  一人で演奏したときとみんなで演奏したときの違いを振り返らせたり，みんなと

出だしをそろえたり体を動かしたりすることで，一緒に演奏するよさや楽しさを感

じ取れるようにする。 

 

【表現の技能】 
学習活動における具体的評価規準 具体的な評価方法とＣと判断される場合の支援 

ウー① ○ 旋律の流れの中でフレ

ーズ感，強弱や速度などに

気をつけて，自然で無理の

ない響きのある声で歌っ

ている。     

［器楽］ 

（発言，演奏の聴取） 

● 評価方法 

  この評価規準については，歌唱表現している様子を観察していく。声の重なりに

よって生まれる響きの美しさを感じ取りながら，主旋律と副次的な旋律の声量のバ

ランス，音ののばし方や終わり方，伸びのある美しい声の出し方などに気を付けて

二部合唱に取り組んでいる姿から技能的な状態を判断していく。 

● Ａと判断するキーワード 

 □ 無理なく伸びのある声で   □ 音の延ばし方や終わり方    

□ 互いの声を聴き合って    □ 声量のバランス 

   呼吸の仕方に気をつけるとともに，音ののばし方や終わり方に気をつけててい

ねいに歌っている子ども，さらに，友達の声に耳を傾けてみんなの声と合わせて

歌ったり，伴奏や副次的な旋律を聴いて声量のバランスを考えながら歌ったりし

ている子どもをＡとしたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

  教師や子どもの範唱を聴かせたり，一緒に歌ったりすることを通して歌い方を体

感できるようにする。また，授業時間とは別に，全校音楽や学級の音楽タイムの時

間を活用して個別に指導する。 

ウ－② ○ 楽器の組み合わせを工夫

しながら，範唱や範奏を聴

いたり，楽譜を見たりして

合奏している。 

 ［器楽］ 

（観察，演奏の聴取） 

● 評価方法 

  この評価規準については，子どもたちのグループを回りながら，一人ひとりの技

能的な状態を観察していく。また，個人練習の際も子どもたちの状態をじっくり観

察したい。 

● Ａと判断するキーワード 

 □ きれいなタンギングや適切な奏法 

 □ 音の重なりによる響き合いを感じながら，音の強さやパート間のバランスを工

夫。 

  音色の組み合わせやバランスなどを考えて楽器を選択しているかどうかをよく 

見る。特に第 2と第 4フレーズは副次的な旋律が主旋律よりも高いので，主旋律を 

際立たせるための音色を考えている子どもをＡとする。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

技能面で不十分な子どもについては，授業時間とは別に個人指導の時間を設ける

こととする。必要に応じて，自宅学習等での課題とする。向上したところは認め，

賞賛し，自信をもつことができるようにする。 
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ウ－③ ○ 範奏からリズムや音程，

音色の響きなどを聴き取

ってリコーダーを演奏し

ている。    

［器楽］ 

（観察，演奏の聴取） 

● 評価方法 

この評価規準については教師が数小節ずつ範奏し，少しずつ演奏できるようにす

る。その際，子どもたちの中を回りながら一人一人の技能的な状態を観察していく。 

● Ａと判断するキーワード 

 □ きれいなタンギング     □ きれいな音色 

  範奏に続けてすばやく主旋律や副旋律を演奏できるようになる子ども，きれいな

音色で，タンギングもきちんとできている子どもをＡと判断する。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

  きれいな音色で演奏したり，きれいなタンギングで演奏したりできるように，そ

ばで実演して見本を示すようにする。 

ウ－④ ○ リコーダーや旋律楽器

のフレーズや音の重なり

に気をつけて合奏してい

る。       

［器楽］ 

（観察，演奏の聴取） 

● 評価方法 

この評価規準については，グループごとにベースパートを楽器で演奏したり，リ

ズムパートを手拍子でリズム打ちしたりする活動の様子を観察していく。 

● Ａと判断するキーワード 

 □ 何度やっても正確にできる □ すばやくできる 

  すばやく音やリズムを覚え，繰り返し行っても正確に演奏できる子どもをＡと判

断する。また，拍の流れを意識しながら演奏している姿を大切にしていきたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

  周りの友達の演奏に目を向けさせることで違いに気付かせたり，傍でアドバイス

をしながら一緒に練習したりするようにする。 

 

【鑑賞の能力】 
学習活動における具体的評価規準 具体的な評価方法とＣと判断される場合の支援 

エ－① ○ いろいろな種類の楽器や

声の組み合わせによって生

まれる響きの広がりを感じ

取って聴いている。 

［鑑賞］ 

（発言，ノート） 

● 評価方法 

鑑賞後に，子どもたちに歌といろいろな楽器の重なりについての投げかけをし，

感想発表の内容を観察する。また，学習プリントへの書き込みからも評価する。鑑

賞中の表情，態度，授業後の教師との会話なども加味しながら判断していく。 

● Ａと判断するキーワード 

 □ いろいろな楽器と歌声の重なりの効果やよさへの気づき 

  場面によって，歌声が変わったり，いろいろな楽器が重なったりすることを感じ

取ることはできるだろう。そこからさらに，いろいろな楽器と歌声が重なると，全

体の響きも広がり，より楽しい雰囲気を引き立てていることに気付き，自分なりの

言葉で表現している。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

  学習プリントに何もかけないような子どもについては，直接会話をして，その受

け答えの中から，本人の気付いていることを明確にできるようにする。 

エ－② ○ いろいろな種類の楽器

の組み合わせによって生

まれる響きの広がりを感

じ取って聴いている。 

［鑑賞］ 

（発言，ノート） 

● 評価方法 

この評価規準については，子どもたちとの会話やグループの演奏を聴いて感じた

ことなどをたずね，その発言内容から判断していく。また，学習プリントへの書き

込み状況からも評価する。 

● Ａと判断するキーワード 

 □ 様々な種類の楽器の重なりの効果や良さへの気付き 

  相手グループの良さや工夫に気付き，共通事項と関連させながら的確にその良さ

を表現している子をＡと判断する。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

  学習プリントに何もかけないような子どもについては，直接会話をして，その受

け答えの中から，本人の気付いていることを明確にできるようにする。 
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５ 本時  （２／１０ つかむ段階） 公開授業②  ３年 組教室にて     指導者  

６ 本時の目標 

○ 主旋律と副次的な旋律の重なり合いを感じ取りながら歌うことができる。 

７ 本時の授業仮説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 準備 
 ○ 教 師…情景画，縦書きの拡大歌詞，拡大楽譜，伴奏ＣＤ      

 ○ 子ども…教科書，筆記用具 

９ 板書計画 
 
 
 
                       
 
 
 
 
 
 
 

こんな子どもたちに 

前時までに子どもたちは，「あの 

雲のように」の斉唱を聴き，曲の

感じを「ゆったりと流れるような

優しい感じ」であるととらえ，そ

の曲想に合った歌い方（拍の流れ

にのってなめらかに，自然で無理

のない声でうたうこと）を工夫し

ている。 

しかし，主旋律に副次的な旋律 

を合わせて，声の重なりによって

生まれる響き合いの美しさを感じ

取りながら歌う経験は今回の曲が

初めてである。 

また，歌うことには意欲的に取 

り組むが，互いの声を聴き合いな

がら歌おうとする意識は，まだな

い。 

【見通す活動】 

 「あの雲のように」の部分二部 

合唱の範唱や楽譜をもとに，気付

いたことを発表したり，どんなこ

とに気を付けて歌ったらいいかを

話し合ったりする活動の場を設定

する。 

 

【見直す活動】 

表現の高まりが見られたかどう 

かを見直すために，代表児による

部分二部合唱を学級全体で聴く。

その際，聴く観点を確かめておく。 

〈聴く観点〉 

・ ①と②の声がきれいに重な

っているか。  

 ・ ①と②の声の大きさのバラ

ンスはいいか。 

 ・ 最後の音がしっかりのびて，

すーっと歌い終わっている

か。 

 

 

 

 

 

【見通す活動】 

主旋律の①に副次的な旋律の② 

をどのように合わせると，より美

しい「あの雲のように」になるの

か，見通しをもつことができるで

あろう。 

 

 

【見直す活動】 

曲想にふさわしい表現をするた 

めには，主旋律と副次的な旋律の

声のバランスや最後の音の終わり

方等に気を付けて，互いの声（主

旋律と副次的な旋律）を聴き合っ

て歌えば，より美しい「あの雲の

ように」になることに気付くであ

ろう。 

 

 

 

 

 

 

こんな手だてをとれば こうなるだろう 

音のかさなりをきき合ってえんそうしたりきいたりしよう 

♪「あの雲のように」 

                            

 

                                     

 

                    

 

                                      

めあて    大空に広がる雲の様子を思いうかべながら歌おう。 

 ☆２つの歌をききくらべよう☆ 

○ さいごの部分が２つに分かれている。 

○ 声と声がきれいにかさなっている。 

○ もっと雲のかさなりや空の広がり

が感じられる。 

 

☆どんなふうに歌ったらいいかな☆ 

○ ①と②をきれいにかさねる 

 ・同じリズムで 

（なめらかに，ゆったりと） 

 ・正しい音で 

情景画 
拡大楽譜 

※ 子どもの発言をもと

に楽譜に書き込みを

する 

☆きいてみよう☆ 

◎ ①と②の声がきれいにかさなっているか 

◎ ①と②の声の大きさのバランスはいいか。 

◎ 最後の音がしっかりのびて，すーっと歌いお

わっているか。 

【まとめ】 

声をききあって歌うと，きれいな音のかさ

なりがうまれる。 
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10 本時の展開  

学習活動と内容 指導・支援（☆は習得，★は活用）◆評価規準 

１ 「あの雲のように」の部分二部合唱を聴き，本時のめあてをつ

かむ。 

 (１) めあてを確認する。 

 

 

 

(２) 見通す活動をする。 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

２  「あの雲のように」の部分二部合唱をする。 

 (１) 副次的な旋律（②パート）に親しむ。 

 

 

 (２) ①と②のパートを合わせて部分二部合唱する。 

○ 互いの声を聴き合って歌う。 

○ 部分二部合唱の２つの歌い方を聴き比べ，よりよ 

い表現について考え，学級全体で練り上げる。 

  

 (３) 見直す活動をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習のまとめをする。 

 （１） 学級全体で二部合唱をする。 

 

 

 

○ 前時の学習を想起できるように，情景画や拡大歌詞等を掲示

しておく。 

○ 前時に聴いた範唱（斉唱）と比べながら聴かせる。 

 

 

 

                                                                                                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学級全体を２つのグループに分け，①と②のパート別に歌う

ことで，音の重なりや拍の流れを感じ取りながら歌うことができ

るようにする。 

 

 

○ ①と②の声の重なり方や声量のバランス，最後の音ののばし

方と終わり方について聴き比べさせて，どちらが曲想に合った

歌い方であるかを考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

◆ 主旋律と副旋律の声をきれいに重ね，歌の終わり方に気を

付けて歌っている。                    （ウー①） 

 

○ 互いの声を聴き合って歌うことが美しい二部合唱につながる

ことや，声を重ねて歌うことの楽しさを実際に歌うことを通して

感じ取らせ，次時の学習につなげる。 

 

 

めあて 

           大空に広がる雲の様子を思いうかべながら歌おう。 

 

【見通す活動】 

 部分二部合唱になった楽譜や範唱をもとに，気付い

たことを話し合う。 

【見直す活動】 

 代表児の歌を聴き，よかったところを交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 音が重なることによって生まれる曲想の広がりを

感じ取ることができるように，斉唱と聴き比べる活

動を行う。 

○ 代表児の歌を聴き，曲想にあった歌い方ができて

いるかどうかを見直す。 

☆ 互いの声を聴き合って歌うことができたかふり返

ることができるように，聴く観点をもたせる。 

【聴く観点】 

 ・ ①と②の声がきれいに重なっているか。 

 ・ ①と②の声のバランスはいいか。 

 ・ 最後の音がしっかりのびて，すーっと歌い終わ

っているか。 

 

 

 

楽譜の最後の部分を分かれて歌ったん

だね。①も②も同じリズムで歌っている

ね。 ①と②の声をきれいに重ねて歌う

と，雲の重なりや空の広がりを表すこと

ができるね。 

 

・ ①と②の声がきれいに重なっていました。 

・ 最後の音がしっかりのびていました。 

・ ①と②の声の大きさもちょうどよかったです。 

・ 雲が浮かぶきれいな空の様子が表れていました。 

 歌声の重なり合いを聴いて，響きの美しさを感

じ取る。 
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５ 本時  （９／１０ 味わう段階） 公開授業② ３年 組        指導者  

６ 本時の目標 

○ 楽器の音の重なりを感じ取り，工夫して演奏することができる。  

７ 本時の授業仮説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 準備 
 ○ 教 師…情景画，拡大楽譜（パート別），オルガン，鉄琴（2台），譜面台，ＣＤプレーヤー 

 ○ 子ども…リコーダー，学習プリント 

９ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こんな子どもたちに 

歌やリコーダーに合わせて，身

近な打楽器でリズム伴奏をした経

験はあるが，複数のパートを重ね

て演奏する経験はほとんどない。

複数のパートを合わせるときには

主旋律を大切にし，拍の流れやフ

レーズ，音符の長さなどを感じ取

りながら音を重ねることに気付い

ている子どもは少ない。 

前時までに子どもたちは，「あの

雲のように」の部分二部合唱や二

部合奏をしてきた。また，鑑賞曲

「二人でおどりましょう」を聴き，

オーケストラと歌声の重なり合う

響きの美しさを感じ取ることがで

きてきている。前時の音とりや楽

器選びなどの活動を通して，少し

ずつ音の重なり合う響きを感じ取

りながら歌ったり演奏したりする

ことができてきている。 

【見通す活動】 

自分たちの課題や合奏をすると

きに気を付けるところをとらえる

ことができるように，2 つの範奏

を聴き比べる活動を行う。 

 

 

 

 

【見直す活動】 

 前時の演奏を聴き比べたり，グ

ループごとに互いの演奏を聴き合

ったりする活動を通して，自分た

ちの表現の高まりが見られたかど

うかが明確になるように，聴く観

点を振り返らせる。 

【見通す活動】 
音の出だしや長さをそろえるこ

とや拍の流れにのることなど，自

分たちの課題や合奏をする上で気

を付けなければならないことに気

付き，見通しをもって活動に取り

組むことができるであろう。 

 

 

【見直す活動】 

 複数の音が重なり合った響きを

感じ取り，友達と音を合わせて演

奏する楽しさを味わうことができ

るであろう。 

こんな手だてをとれば こうなるだろう 

音の重なりをきき合ってえんそうしたり，きいたりしよう。 

めあて すてきな「パフ」になるように，工夫してえんそうしよう。 

情景画 演奏のまとめ 
・音の出だしや終わり，長さを

きちんとそろえる。 
・拍の流れに乗って演奏する。 

①主なふし 

②主なふしをかざるふし 

③主なふしをかざるふし 

④ベースパート 

（楽譜） 

きれいな音の    
重なり 

気をつけよう！ 

○ ふしのまとまり 
○ 音の出だしや終わ

りをそろえる 
○ 音符の長さをそろ

える 
○ いきつぎの場所 
○ ４パートの拍の流

れをそろえる。 
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10 本時の展開  

学習活動と内容 指導・支援（☆は習得，★は活用）◆評価規準 

１ 本時の活動を確かめる。 

（１） 全体で「パフ」を演奏し，本時のめあてを確かめ

る。 

 

 

 

（２） 見通す活動をする。 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

２ グループに分かれて演奏を工夫する。 

（１） ２グループに分かれて練習する。 

   ○ 気をつけるポイントを 1つずつ取り上げながら，

繰り返し練習するようにする。 

   ○ ①，②それぞれのリコーダーパートの音の重なり

や，①～④のパートで合奏したときの音の重なりが

しっかりと合うようにする。 

 

（２） 見直す活動をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） よくできていたところを味わったり，まだ残って

いる課題に気を付けたりしながら，もう一度グルー

プごとに演奏する。 

 

３ 本時学習のまとめをする。 

（１） 演奏のまとめとして，全員で演奏する。 

○ 前時までの学習を想起させるために，前時に決めた楽器や 

パートで演奏させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
○ スムーズに練習を行ったり，拍の流れに乗って音を合わせ

たりできるように，各グループで一人，指揮者役の子どもを選

んでおく。 
○ グループの課題を一つずつ解決し，音の重なった響きを感

じ取ったり，合奏の楽しさを味わったりすることができるように，

教師が順番に指揮者としてグループに入り，範奏を示しながら

指導するようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 音の重なりを感じながら，拍の流れに乗って演奏してい

る。                             （イ－②） 

○ 意欲をもって今後の学習に取り組めるように，よくできていた

ところを伝えるようにする。 

 

○ 教師がリズムパートを加えて演奏し，次時はリズムパートを加

えた６つのパートで演奏する事を伝える。 

 

めあて 

   すてきな「パフ」になるように，工夫してえんそうしよう。 

【見通す活動】 

 範奏を聴きながら，自分たちの課題や合奏の時に気

を付けることを話し合う。 

【見直す活動】 

○ 前時の演奏と最後の演奏を聴き比べて，感想や

それぞれのグループのよさを発表しあう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 自分たちの課題や合奏をするときに気をつけると

ころを捉えさせるために，2 つの範奏を聞き比べる

活動を行う。 
○ 付点音符の長さや歌詞にあったふしのまとまりな

ど，一つずつ気付けるようにする。 

○ 学習を通して演奏がどのように変わったのかはっ

きりと分かるように，前時に録音していた演奏と聞

き比べる活動を行う。 

☆ 自分たちの演奏のどの点が良くなったかが明確に

なるように，聴く観点を振り返るようにする。 

（聴き合う観点） 

・ 音の出だしや拍の流れが合っているか。 

・ 音符の長さ分，音を伸ばすことができているか。 

・ ふしのまとまりがそろっているか。 

・ 息つぎがそろっているか。 

・ 付点音符の長さが合っていないね。 
・ 長い音符をしっかりのばせていない

ね。 
・ ふしのまとまりがおかしいね。 
・ 息つぎの場所がそろっていないね。 

・ 音符の長さが合っていました。 
・ ふしのまとまりがそろっていまし

た。 
・ 長い音符のところをしっかり音符

の長さ分伸ばしていたところが良

かったです。 

音の重なりや拍の流れを感じながら，音を合わせ

て演奏すること。 
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５ 本時  （５／１０深める段階） 公開授業②  ３年 組教室にて      指導者  

６ 本時の目標 

 ○ 歌劇に関心をもち，歌声とオーケストラの音が重なり合う響きの美しさを感じ取りながら聴くことができる。     

７ 本時の授業仮説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 準備 

 ○ 教 師…鑑賞ＣＤ，ＣＤデッキ，ＤＶＤ，情景図，自動伴奏付オルガン，学習プリント 

 ○ 子ども…教科書，筆記用具 

９ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな子どもたちに 

今までに斉唱と合唱の範唱は聴

いたことはあるが，オペラの独唱

と重唱，さらに歌声と楽器の音の

重なり合いに着目して鑑賞するこ

とも初めてである。また，歌劇に

ついて知っている子どももほとん

どいない。 

前時までに子どもたちは，「あの

雲のように」の部分二部合唱をし

たり，楽器の組み合わせを工夫し

て二部合奏をしたりしてきた。グ

ループで活動をする中で，少しず

つ２つの旋律の重なりや響きの違

いを感じ取りながら演奏すること

ができてきている。 

【見通す活動】 

 ２人の歌声やいろいろな楽器が

重なっているということに着目で

きるように，前時までの「あの雲

のように」の部分二部合唱をした

ことなどを想起させ，どんな場面

でどんな歌声や楽器が聴こえてく

るのか話し合う場をもつ。 

【見直す活動】 

 場面によってどのように歌い方 

が変わったかということや，曲を 

聴いてどうしてヘンゼルの気持ち

が変化していくのがわかったのか

などの具体的な視点をもたせ，歌

とオーケストラの響き合うよさ

を，自分なりの言葉で学習プリン

トに書けるようにする。 

【見通す活動】 

 前時までに学習してきた歌声の

重なりや楽器の音色の重なりを想

起し，本時に聴く曲も，「ヘンゼル

とグレーテルがいっしょに踊る場

面では２人でいっしょに歌ってい

る」など，場面と歌い方やいろい

ろな楽器の重なりによる演奏を関

係づけながら興味をもって聴くこ

とができるだろう。 

【見直す活動】 

いろいろな楽器が歌声をさらに

引き立てているところや，いろい

ろな楽器と歌が重なっているとこ

ろに気付き，互いに曲全体の雰囲

気を作り出していることを感じ取

りながら，楽曲を味わうことがで

きるだろう。 

こんな手だてをとれば こうなるだろう 

音の重なりをきき合ってえんそうしたりきいたりしよう 

 
「二人でおどりましょう」１番    ２番     ３番     ４番      
                                  

                                  
                               
どんな感じ・どんな様子 

・楽しい・グレーテルが 

踊りを教えている     ・いろいろな楽器              

        ・トランペット                     ・曲をもりあげている。 

              ・ヴァイオリン・・・                     

めあて  ヘンゼルがグレーテルにおどりを教えている様子をそうぞうしながらきこう。 

情景図 

オーケストラの写真 

交 代 で

踊 り を

教える 

歌といろい

ろな楽器が

重なると，も

っと楽しく

なる。 

二重唱 

2人でお

どる 

交代で   

言い合いを

しながら 

二重唱 

２人で思

い切りお

どる。 

情景図 情景図 情景図 情景図 
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10 本時の展開  
学習活動と内容 指導・支援（☆は習得，★は活用）◆評価規準 

１ 曲の感じをつかむ。 

（１） どんな場面の曲なのか思い浮かべながら聴く。 

（２） 曲名を知り，めあてをつかむ。 

 

 

 （３） 見通す活動をする。 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

２ 場面ごとに，歌声や楽器の響きに気をつけて聴く。 

（１） ヘンゼルとグレーテルの様子から，４つの場面に

分ける。 

（２） それぞれの場面では，どんな歌声や楽器の響きが

聴こえるのかグループで話し合う。 

 

 

 

 

 

（３） 歌劇の演奏形態について知る。 

 

（４） 見直す活動をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時に聴いた場面をＤＶＤで視聴し，学習を振り返る。 

○ 曲に関心をもって聴けるように，事前に読み聞かせをした「ヘ

ンゼルとグレーテル」の話を想起させる。 

○ 踊っている様子を表していることがイメージできるように，その

場面の写真を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ グループで話し合いながら場面の様子と二人の歌い方をつ

ないでいくことで，場面の変化とともに二人の歌い方も変わっ

ていることに気付くことができるようにする。 

○ 交互唱から二重唱になっていることを捉えられるように，①と

②の歌い方をそれぞれ聴き比べるようにする。 

○ 二人の歌声の重なる響きに気付くことができるように，歌声が

重なっているところで手を挙げて合図するようにする。 

○ オーケストラのいろいろな楽器の響きの美しさや効果に気付

くことができるように，楽器の音色や演奏の変化に気付いた子

どもの発言を板書に整理する。 

◆ 歌劇の音楽の楽しさを感じ取ろうとしている。（ア－②） 

 

○ 舞台で演じながら歌う人，舞台下で演奏する人（オーケスト

ラ）がいることを捉えられるように，写真や映像を見せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 歌声とオーケストラの音が重なり合う響きの美しさを感

じ取りながら聴くことができる。      （エ－①） 

 

○ 歌と楽器の重なりを味わいながら，歌劇の作品に関心をもつ

ことができるように，ＤＶＤで視聴するようにする。 

めあて  グレーテルがヘンゼルにおどりを教えている様子をそうぞうしながらきこう。 

【見通す活動】 

 曲を聴いて，どんな場面でどんな歌声や楽器が聴こ

えてくるのか話し合う。 

【見直す活動】  

歌声といろいろな楽器の響きの重なり合いに気をつ

けて曲全体を聴き，学習プリントに記入する。ラ 

☆ 「①と②の場面の歌い方の違い」や，「ヘンゼルの

気持ちの変化はどんな演奏からわかったのか」など

の具体的な視点をもたせ，歌劇における歌とオーケ

ストラの響き合うよさを学習プリントに書くことが

できるようにする。 

○ 書けないでいる子どもには，場面の様子と歌声が

重なるところを結びつけて「最後に二人がいっしょ

に踊る場面では，どんな歌い方をしていたかな。」な

どと助言する。 

・ グレーテルがヘンゼルに踊りを教 

えるところは，交代しながら歌って

いるよ。 

・ 二人がいっしょに歌っているとこ 

ろもあったよ。 

・ 最後に二人が踊るところはいろい 

ろな楽器が聴こえるね。 

最後の歌の二重唱といろいろな楽器が

合わさるところは，曲が盛り上がって

いく感じがして，もっと楽しくなるね。 

 

 

 

 

★ 歌声と歌声が重なっているということに着目でき

るように，前時までの「あの雲のように」の部分

を二部合唱したことを想起させる。 

歌声と楽器の音が重なり合う響きの美しさを

感じ取りながら聴くこと。 
 


